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l.はじめに

日本の教育機関における看護教育は,欧米諸

国より約50年遅れて開始されているが,時代の

変遷とともにレベルの向上が図られている｡看

護教育の教育機関は,大学 ･短期大学 ･専修学

校 (3年課程 ･2年課程)など多様であるが,

とくに近年,医療技術の進歩,疾病構造の変化,

人々の高学歴化に対応するため,大学化 ･短大

化が急速 に進め られている｡1980年代 の報

告1う2-.によれば,看護学専攻の大学生や短期大

学生は専修学校生に比べて看護職志向が明確で

ないとされているが,学生の看護に対する意識

や態度も変わってきているのではないかと考え

られる｡そこで,我々はこれまで短大および専

修学校 3年 ･2年課程の学生の入学直後 ･実習

前 ･卒業時の看護に対するイメージを学校種別

に比較し検討 してきた3 4 5､｡今回は,縦断的な

調査により入学直後 ･実習前 ･卒業時の学校の

種類によるイメージの違い (以下,学校種別の

比較),および各学校でのイメージの変化の仕方

(以下,学習段階別の比較)を検討 した｡

ll.方 法

1.対象 :研究の主旨に同意 した平成8年度

入学のA大学医療技術短期大学部看護学科学生

(以下,短大生)で入学時84名 ･実習前82名 ･

卒業時72名,B看護学院3年課程学生 (以下,

専修 3年)で入学時55名 ･実習前54名 .卒業時
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53名,C看護学院2年課程学生 (以下,専修2

午)で入学時45名 ･実習前44名 ･卒業時42名で

ある｡

2.調査方法 :20尺度を設定したSD法によ

るイメージ測定を,入学直後,基礎看護学以外

の一連の看護学実習の開始前,および卒業時に

一斉回答方式で実施した｡

3.分析方法 :

①SD法によるイメージ測定は各尺度で,好

意度が高くなるほど評定値が小さくなるよう7

段階評定法とし,学校種別に各学習段階の平均

値,標準偏差を算出し,学校種別に分散分析 ･

多重比較を行った｡

②学習段階別の平均値を学校毎に分散分析 ･

多重比較により学校毎に比較した｡

③20尺度についてバリマックス法により因子

分析を行い因子を抽出し命名した｡

④各校の各学習段階の因子得点の平均値,標

準偏差を算出し,分散分析 ･多重比較を行った｡

(好意度が高くなるほど評定値が小さくなるよ

入学時

うイメージを評定しているので,因子得点が低

いほどポジティブな意味付けとなる｡)

lll.結 果

1.学校種別の看護に対するイメージの比較

(図 1)

1)入学時の学校種別の比較

イメージプロフィールは ｢自由な｣以外で,

3校 とも全体的に左寄 りの好意的イメージで

あった｡｢労が多い｣の1項目で有意差がみら

れ,専修 2年が他の2校 より平均評定値が高

かった｡その他の19項目では3校間に有意な差

はみられなかった｡

2)実習前の学校種別の比較

3校とも左寄りの好意的なイメージのプロ

フィールであったが,短大生が最も左寄 りで,

｢明るい･活気のある｣で他の2校より,｢若々

しい ･好きな｣で専修3年より,｢価値のある｣

で専修2年より,有意に好意度の高いイメージ

であった｡短大生 ･専修3年は,専修2年より
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図 1 学校種別の看護イメージの比較
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有意に ｢温かい｣とみている｡

3)卒業時の学校種別の比較

｢自由な｣以外で,3校とも左寄 りの好意的

なイメージのプロフィールであったが,短大生

が最も左寄 りで,｢若々しい ･スマー トな ･明

るい｣で他の2校より,｢活気のある ･面白い｣

で専修 3年より,｢責任感の強い ･重要な ･価

値のある｣で専修2年より有意に好意度の高い

イメージであった｡短大生 ･専修 2年は,専修

3年より有意に ｢やさしい｣とみており,専修

3年は短大生･専修2年より有意に ｢労の多い｣
とみており (p<0.05),専修2年は短大生よ

り ｢自由な ･安定した｣とみている｡

2.学習段階別の看護に対するイメージの比

較

(図2)

1)短大生の学習段階別比較

｢自由な｣以外の全てで左よりの好イメージで

あり,卒業時で最も左寄りの項目が多くみられ

た｡三つの学習段階間の比較では8項目に差が

短大生
1 ～ 3 4 5 6 7

むつ子 ･小 林 明 子 ･堀 井 雅 美 (25)

みられ,卒業時は ｢若々しい ･スマートな｣で

入学時より,｢面白い｣で実習前より有意に高

い好意度であったが ｢労の多い｣で入学時と実

習前より低かった｡入学時は ｢なりたい｣で実

習前より,｢安定した｣で実習前と卒業時より

好意度が高 く,｢特色がある ･知的な｣で実習

前と卒業時より低い好意度であった｡

2)専修3年の学習段階別比較

｢自由な｣で全体が,｢やさしい｣で卒業時が

右寄りであった以外は左寄りであり,入学時が

最も左寄りの項目が多く好イメージであった｡

学習段階間の比較では5項目に差がみられ,入

学時は ｢安定した ･好きな ･望みのある｣で実

習前より,｢価値のある ･明るい｣で実習前と

卒業時より有意に高い好意度であった｡実習前

と卒業時はほぼ同様のイメージで,有意な差は

みられず,また,両者とも入学時より好意度の

高い項目はなかった｡

3)専修 2年の学習段階別比較

入学時と実習前が ｢自由な｣で右寄りであっ

■鯵 3年
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図2 学習段階別の看護イメージの比較
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表 1 看護に対するイメージの因子構造

因 子項 目 F1 F2 F3 F4 F5

看護の 看練就労 看注婦の 看護の安 看護の労

価値因子 希望因子 快活性因子 走性因子 働性因子

重要な - 重要でない 0.698 0.057 0.054 -0.018 0.016

責任感の強い - 無責任感な 0.666 0.088 0.057 -0.003 -0.014

価値のある - 価値のない 0.463 0,183 0.249 0.231 0.110

温かい - 冷たい 0.445 0.179 0.159 0.428 -0.308

特色のある - 特色のない 0.437 0.145 0.350 0.338 0.133

知的な - 知的でない 0.434 0.088 0.404 0.113 -0.073

なりたい - なりたくない 0.234 0.638 0.090 0,203 -0.232

面白い - つまらない 0.074 0.601 0.294 0.260 -0.040

好きな - 嫌いな 0.127 0.564 0.233 0.107 -0.195

苦々しい - 年寄りじみた 0.049 0.130 0.473 -0.039 -0.045

活気のある - 活気のない 0.144 0.299 0.446 0.260 -0.040

明るい - 暗い 0.080 0,098 0.440 0.242 -0.338

スマー トな - やぼな 0.081 0.ー18 0.344 0,018 -0.127

望みのある - 望みのない 0.344 0,404 0.164 0.507 -0.152

理性的な - 感情的な 0.034 -0.002 0.ー89 -0.282 ｣).004

安定した - 不安定な 0.026 0.065 0.094 0.270 ｣).032

やさしい - きびしい 0.120 0.029 0.076 0.163 -0.451

労の多い - 楽な 0.194 -0,262 -0.021 0.117 0,353

自由な - きゆうくつな JO.117 0.098 0.060 -0.009 -0.352

親しみやすい - 親しみにくい 0.ー43 0,109 0.258 -0.001 -0.271

寄 与 率 (鶴) 19.2 14.9 13.3 9.4 8.6
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たが,全体的に左寄 りの好イメージで,入学時

で最も左寄りの項目が多くみられた｡学習段階

間の比較では8項目に差がみられ,入学時は｢活

気のある ･望みのある ･面白い ･なりたい｣で

実習前より,｢価値のある｣で卒業時より,｢重

要な｣で実習前と卒業時より有意に高い好意度

であった｡｢自由な｣の1項目で卒業時が入学

時より好イメージであった｡入学時と卒業時の

二者は ｢安定した｣で実習前より有意に高い好

意度であった｡

3･看護に対するイメージの因子構造と因子

得点の比較

累積寄与率65.4%で5因子が抽出され命名し

た｡第1因子は ｢重要な ･責任感の強い ･価値

のある｣等の6項目からなる『看護の価値因子』,
第2因子は ｢なりたい ･面白い ･好きな｣の3

項目からなる 『看護就労希望因子』,第3因子

は ｢若々しい ･活気のある ･明るい｣等の4項

目からなる 『看護婦の快活性因子』,第4国子

は ｢望みのある ･理性的な ･安定した｣等の3

項目からなる 『看護の安定性因子』,第5因子

は ｢やさしい ･労の多い ･自由な｣等の4項目

からなる 『看護の労働性因子』であった (表 1)0

国子得点を比較すると,3因子で有意差がみ

られた｡第 1因子の 『看護の価値因子』で ｢専

修3年入学時 ･短大実習前｣が ｢専修2年卒業

表 2 転子得点の比載

むつ子 ･小 林 明 子 ･堀 井 雅 美 (27)

時｣より低かった｡第3因子の 『看護婦の快活

性因子』では,｢短大卒業時｣が ｢短大入学時･

専修3年入学時 ･専修3年実習前 ･専修 2年実

習前 ･専修3年卒業時 ･専修2年卒業時｣の6

群より低かった｡第4因子の 『看護の安定性因

子』では,｢短大入学時｣が ｢短大卒業時｣よ

り低かった (表2)0

IV.考 察

1.学校の種類によるイメージの違い

学校種別の比較では入学時は3校共ほぼ同様

のイメージであった｡しかし,実習前では6項

目に差がみられ,いずれも短大生が他より高い

好意度であり,卒業時では差のあった12項目中

9項目で短大生が専修 3･2年より高い好意度

であった｡このように学校種別の比較では,香

護学の学習をしてからは短大生が他より好イ

メージであることが明らかになった｡専修3年

は短大生と同様の背景で入学し,教育課程もほ

ぼ同じであるが,看護イメージの変容の仕方は

短大生とは異なり明らかに好意度の低いイメー

ジであった｡短期大学と専修学校という教育背

景の違いが要因の一つではないかと考えられ,

違いについての検討が必要であるといえる｡専

修2年も入学後は短大生より明らかに好意度の

低いイメージであった｡

表2 因子得点の比較

国子 F1 F2 F3 F4 F5

クラス 看護の価底 看護就労希望 看護婦の快活性 看護の安定性 看護の労烏性匡l子 国子 園子 因子 Ea芋

短大入学時 糾名 0.073士1.006;音義)

専♯ 3年入学時 55名 I.0.I:0323:::;99:i 0.OB1±0.874｢ 事■(05

寺♯ 2年入学時 45名 -…≡…………惹 R )

短大実習前 82~名 *(2.390)

専♯ 3年実習前 54名

書♯ 2年実習前 44名 +*(3.316)-…≡…………;茎等
短大卒業時 72名 細く2_960) -0.108±1.052

専♯ 3年卒業時 53名

+ + .P(0,01, *:P(0_05
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2.各学校でのイメージの変化の仕方

学習段階別比較でも学習の進行に伴なって短

大生は好意度の高い方向に,専修 3･2年は好

意度の低い方向に変化している｡｢1年次より2

年次の学生の方がイメージが後退し,臨床実習

を体験 した3年次で再度好意的な方向に変化す

イメージがより現実的 ･具体的な実像方向に修

正された'と解釈されている｡これは,本調査

の短大生の場合と類似 している｡

我々がかつて今回と同じ学校の卒業期の学生

に横断的に実施 した調査8,でも,入学時にくら

べての看護イメージの主観的な変化が,ポジ

ティブな方向であるという学生が短大生と専修

3年では多数であったのに対 し専修2年は少数

であった｡入学前の准看護婦養成課程における

学習や経験からイメージが具体的でしかも固定

化し,他の2校の学生より,看護学校に進学し

てからのポジティブな方向への変化は少なかっ

たものと推測される｡専修2年は既に准看教育

を受けてはいるものの,短大や専修3年の学生

と同年代の青年期の学生がほとんどであること

から,近い将来就 くであろう看護職に対 して,

さらにポジティブにイメージの変容が図られる

ような教育が必要であるといえよう｡

入学から卒業までの間の看護イメージの変化

には,その学校の教育理念や教育課程 ･学生生

活の特徴 ･教師や実習指導者の関わりなどの諸

因子が影響 しているものと察せられる｡今後,

それらの影響因子について明確にする必要性の

あることが示唆されたと考える｡

3.因子得点からみたイメージの特徴

『看護の価値因子』で ｢専修 2年卒業時｣が

｢専修 3年入学時 ･短大実習前｣より因子得点

が高かった｡本報では因子得点が低得点である

ほどポジティブな意味づけとなるようにしてい

るので,｢専修 2年卒業時｣は,他の教育課程

の看護教育を受ける前や本格的な実習を体験す

る前の学生より看護に対する価値 ･重要性 ･責

任等の意識が低いと解釈される｡准看教育 ･看

護助手や准看護婦としての何らかの経験 ･専修

学校 2年課程の看護教育等で現実を直視したこ

とが影響 していると察せられるが,それらの要

因についてさらに追究する必要があるものと考

える｡

『看護婦の快活性因子』では,｢短大卒業時｣

が他より低かった｡すなわち,看護婦を ｢若々

しく活気があり,明るい｣とみており,実習中

に接触した看護婦から受けた印象が快的 ･活動

的であったものと察せられる｡

『看護の安定性因子』では,｢短大入学時｣が

｢短大卒業時｣より低 く,短大生は看護という

職業の望み ･安定性を強く意識 して入学してい

ることがうかがえる｡

V.結 論

短大,専修学校 3年課程 ･2年課程の3種類

の学校の学生について入学時 ･実習前 ･卒業時

に縦断的に実施した看護に対するイメージの調

査から以下の結論が得られた｡

1.学校種別の比較では,入学時は3校共ほ

ぼ同様のイメージであったが,実習前 ･卒業時

では短大生が他の2校より有意に好意度の高い

項目が多かった｡

2.学校毎の比較で,短大生は卒業時が,辛

修 3年と専修 2年は入学時が,好意度の高い項

目が多かった｡

3.因子分析で5因子が抽出され,それらは

『看護の価値因子』,『看護就労因子』,『看護の

労働性因子』,『看護の安定性因子』,『看護婦の

侠活性因子』であった｡

4.因子得点の平均値は 『看護の価値因子』

で専修3年入学時と短大実習前が,『看護婦の快

活性因子』で短大卒業時が,『看護の安定性因子』

で厚大入学時が低かった｡

Vl.あわりに

本調査は,入学までの背景や教育課程がほぼ

同様の短大と専修学校 3年課程,および准看教

育を終えた2年課程の学生を対象とした看護イ

メージの調査である｡専修 2年は他の2校と教

育課程において異なる部分があるものの,看護

職を養成するという根本の目標に違いはない｡

各学習段階の看護に対するイメージを学校の種
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類の違いから検討し,実際の教育に反映させる

必要があるものと考えている｡今回の調査は対

象が 1校ずつであり,学校の種類の特徴として

一般化はできないので,今後,四年制大学も含

めて対象を増やし検討を続けていきたいと考え

ている｡
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